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1 .はじめに
出島半島と呼ばれる現在のかすみがうら市の北部は古くから霞ヶ浦の水上交通の要衝として
えた地域とみられ，古墳時代後期の大型の前方後円墳が多数分布している地域であるD この
地域の主要な古墳群としては，最大のJ!iR返古墳ー群の 23基のほかに， 1基から構成される坂稲
荷:iJJi主墳群等の大型の前方後円墳を含む古墳群が挙げられる O
広い範1iIで捉えると 5世紀は霞ヶ浦周辺で、前方後IT1黄が本格的に築造され，墳丘長 186m
の舟;塚山古墳に代表されるような，東日本第 2位の大きさを誇る大型古墳も造られた。この舟
塚山古墳が築造されて以降，前方後円墳が多数築造されるようになったと考えられている O 出
島半島に限定してみても，前方後円墳が多数築造された地域であることがわかるが，半島の中
央部にはあまり見られず，霞ヶ浦の高浜入りと土浦入りを I~コ心としてその沿岸部に多く位置し
ている O
今回の測量調査は 2011年 12月7自から 1 [ヨまでの 5日間のiヨ程で，筑波大学大学校人文
社会科学研究科歴史-人類学専攻及び人文-文化学{f:J~人文学類の考古学実習の一環として実施
した。筑波大学大学院常木晃教授の指導の下，荒友里子大村冬樹(以上筑波大学大学院生)，
阿部雅士，奥山香，佐藤弘紀宮田遥，加藤千里，香川志Ilvl.小島希，牧野真理子，矢部花奈
子，山下優介，渡辺雄(以上，筑波大学大学生)の合計 14名で作業を行った。測量図は 25cm
の等高線開隔で測り， 100分の lの縮尺で作成した。なお測量図に示した方位は磁北である O
今回， iHlJ量調査の対象とした野中第 i号墳は姫塚古墳や瓢塚吉墳とも呼ばれる，かすみがう
ら市安食太子 2292-1に所在する古墳時代後期の前方後円墳である O 南側及び西側はよ1に接し，
西高東低の丘の上に立地している O かつて円墳 15 基も存在したが，現在ではì~1j平されて残っ
ていなし 1。調査前に現地踏査したところ，墳丘上は草木に覆われていたため，事前に地元の
方々の協力を得て伐採をすることとなった。
本地域は古墳時代後期になって首長墓を含む古墳群が築造される地域である O 特に全長
78.1mの風返稲荷山古墳の後円部に設けられた横穴式石室からは須恵器，馬具，装飾付大万，
銅銃が出土しており 時期は 7-1主紀初頭と考えられているO 付近には大型前方後円墳である富
士見塚 i号墳をはじめ，横穴式石室内に朱による円文が描かれる装飾古墳として著名な太子唐
植古墳も隣接する古墳群に所在するO
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第 11~1 野1:1第 i号墳と周辺の古j費(国土地理HI史発行 25000分の 1r常陸高浜jを一部改変)
野中第 l号墳の後円部の墳頃付近には石棺の一部が墳丘と同じく東西方向の主Ijil上西側に一
部露出しているのが見られる O また，墳丘上で、遺物を数点採取したが，本吉墳からは，過去に
円筒埴輸のほか，形象埴輪も確認されている(出島村教育委員会 1971)0 
I. 調査の意義と目的
本地域における他の首長墓との関係を明らかにすることを自l拘として，前方後円i業の一つで
ある野中古i賞者12第 i号墳の調査をおこなうこととした。また，波IJ量諦査を行うと同時に，埴輪
など古墳の年代や祭ilE:に直接関係する遺物の採集にも努めたO
本稿では墳7f~を確認し周辺の前方後円墳を含めた古墳-群と墳丘規模や立地などの面から比
較したい。具体的な比較対象として， 6世紀前葉の築造で¥野中古墳群から約 800m離れた台
地上に位置する大型の前方後円墳の富士見塚古墳が挙げられる O この古墳が築造された時期は
霞ヶ浦の高浜入りを挟んで対岸の地域でも前方後円墳が多く築造されたi時期とみられる O ここ
では，その対岸の代表的な古墳をいくつか例として挙げたい。まず，バサ1'古墳?洋の*-1J使塚古墳
及び三i床塚古墳は4世紀から 5世紀にかけての古墳であり，特に，三味;塚古墳は湖岸までの距
離が近い場所に位置している O また，園部川の沖積地を挟んだ丘陵上にも 権現山古墳や舟塚
古墳など大型の前方後円墳のf多数確認されているO この舟塚古墳は稀有な二重箱形石棺で知ら
れ，その墳丘規格は継体陵といわれている大阪府高槻市今城塚古墳の 5分の 2で設計された可
能性が指摘されている(新井 2000)0 filj葬品の内容としては，権現山古墳ーからは大万と鉄鉱，
舟塚古i業から銀装圭頭大刀把頭， JIE角装大刀把頭なとごの武器が出土しているO 以上を踏まえ，
出島半島北岸と霞ヶ浦高浜入りを挟んだ対岸の古墳?洋との関係を念頭に測量調査を実施した。
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第 21~ 野中第 1号墳 墳丘全景写真(右側が後門部)
II. 墳丘の現状
等高線は，南面するよ!日との境界にあたる標高 23.750111から後円部の壌環付近の 28.000111ま
でを計測することができた(第 3図)。 墳丘上で、計miJした最高地点は後内部上の 28.109111であ
り，前方部よりも高いことがわかる O 外観的な特徴としては，~方部北側に近年のこ!こJj)( りによ
り大きく削り取られている箆所が見られる他 墳頭部には窪んでいる場所が数笛所雑誌され
た。全体的に南側の残存状態は良好であり前方後円墳であることが認められる o i朝日IJは全体的
になだらかであるのに対し，墳丘北側は比較的急傾斜である O なお 後円部西側の石椋が一部
露出している笛所は傾斜がゆるくなっているが 後円部墳頂付近から崩落してきた土によるも
のと捉えられる O
石棺についてはほぼ埋まっていて一部が見える程度のため内部の様子をうかがい知ることは
できない。後述する表採遺物の多くはこの地点より西側で採取したものである O 後円部の南西
側には近世の石碑が設置されている O 括れ部北側の傾斜は強く 地形が改変を受けている可能
性が窺われる O なお，古墳のすぐ東側は雑木林に張している為，墳丘から離れた広範囲を測量
することはできなかった。遺存状態が良好な地点を基準として現状の墳丘規模を復元した数値
は，下記のとおりであるO
墳丘長 34.5111
後円部径 18.5111 後円部高 3.10111
前方部長 16.0111 前方部高 1.96111
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E 28.000m -
、」寸r
第3I~l tl!r中古墳群第 i号墳iJ!1J量図 (s= 1/300) e箱式石ll~
N. 表採遺物
調査期1Ji仁1:1に表探した合計 18点の遺物の中で，主なものを第41亙に掲載した。いずれも特
徴が1m々 なか器種・部{立を特定することが困難な小片が多いため，ここでは残存状態が
良好なもののみを取り上げるO 接合できた破片は3点のみで、大半は2センチ未満の破片のため，
遺物から古墳の年代を特定するには至らなかった。
lは，表探した仁1:1でlljt-の須恵器であり， 0.5111111程度の白色粒を多く含んでいる O 器種は不
明だが，外国には若干のタタキ痕が見てとれる o 5・6は土師器の口縁部であるが，小片のた
めやはり器種は特定できない。この他には， 2 ~4 のように }j同部と推定される 5111111 程度と薄
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手の土師器を多数表採した。調整はナデによるものが大半とみられるが，中には外部に斜めハ
ケ調整を施しているものも若干ながら存在するO 3は外面が黒色の土siP器で， 1mm未満の白
色粒子を含む。内外部ともにナデを施しており，赤彩が認められる O 含有物は 1111程度の白
色粒子， 0.5mm程度の雲母，石英である o 2・4は 1mm以下の黒色-白色粒子と 1mmから
2m111程度の灰色粒子を含んでいる O 内外語ともナデが丁寧に施されている O
最大の遺物は 7に示した半径 3cmの底部である o 3mm程度の白色粒子を多く含み， さらに
1mm以下の白色粒子も含んでいる O 底部の最も厚い笛所は 1.5cm，立ち上がりの器援は 5mm
程度と薄いため，小型の斐の可能性が考えられる。外部の調盤は丁寧におこなわれているが2
内面の調整は粗く j塞滅がはげしい。
上記の遺物はいず、れも後円部西側で発見されているが， f-tf1WJの1:Hlの際でも数点を採取した。
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第41盟 主な表採遺物 (s= 1/3) 
V. 出島半島における終末期主墳の築造地域
O 5cm 
今回の測量調査結果から，霞ヶ浦高浜入りを挟んだ対岸:も含め 古墳築造地域の推移につい
て若干の考察を試みたい。まず，野中第 1号墳は古墳群中の唯一の前方後円墳であることから，
古墳時代終末期における一定の有力者の墳墓と見ることができる O 先述の通り前方部のおよそ
半分が大きく削平されていることから，墳丘の築造企画を他の古墳と比較検討することはでき
ないが， ここでは前方後円墳の築造地域が時期毎に変わっているという点に触れておきたい。
古墳時代後期前半には霞ヶ浦の沿岸に全長 80.2mの富士見塚古墳が築造されるなど，霞ヶ浦
という交通の要錆や対岸の首長墓を意識していたとみられる O しかし その後の大型の前方後
円墳で副葬品が数多く出土している風返稲荷山古墳については，内陸方向に!ヨを向けた築造立
地と考えられている(日高2000)0全長 78.1mという規模からみても，地域の有力首長層の墓
と捉えることができるO また，出鳥半島南岸の牛渡においても，後期になると大型首長墓は内
陸部の坂に移動することがみてとれる O さらに 霞ヶ浦の北側に位置する小美玉市においても
7世紀初頭に位置づけられる 42mの木船塚古墳がそれtJ、前の古墳と比較して内陸に築かれて
いる O この古墳ーからは，金持j装双龍環頭大刀や金銅装圭頭大万など，地域首長を思わせるよう
な副葬品が発見されているO これらの周辺地域における状況を考え合わせると， !Jj-}I=jJ古墳群に
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ついても同様に，古墳築造地域の比重が内陸指向をもつにいたった時期の所産と捉えられる O
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